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「社会 に出る こと」 の意味

国立ハンセン氏病療養所 ・退所者の生活史から

有 薗 真 代

0.は じめ に 一1953年 、予 防法 闘争 での エ ピソ ー ド

「触 るな1ラ イが うつるぞ1!」

この言葉は、感染に怯える人々が、病者に向けて投 げつけた言葉ではない。隔離政策 を

推進 しようとする行政が、見せ しめ として呈示 した言葉で もない。1953年 のらい予防法闘

争のさい、座 り込む患者を強制的 に収容車に乗せ ようとした警官へ向けて、病者 自身が発

した言葉なのである。

私は以前、ある退所者の方に、一週 間に渡る期間で聞 き取 り調査 を したことがあった。

鹿児島の敬愛園で長 く自治会長を務めてお り、予防法闘争 にも参加 していた方だった。先

頭 を切 って闘っていた彼の話には迫力があ り、またその語 り口には どこか茶 目っ気 があっ

て、はじめはかな り緊張 していた私 もいつの まにか時間を忘れて、彼の語 りに引 き込 まれ

ていった。

1907年 制定の法律 「癩予防二関スル件」か ら始 まった 日本のハ ンセン氏病政策は、1931

年の改正 「癩予 防法」 を経て、戦後 も強制隔離収容 を継続 していた。 ところが、長 らく

「不治の病」であったハ ンセ ン氏病が1948年 以降の特効薬 プロ ミンの導入 によって 「可治

の病」 となったため、戦後まもな くして絶対隔離 の根拠 は揺 らぎ始めた。 こうした事態 に

ついて警戒 した隔離推進派の医師は、1951年 、特効薬 に対する評価 はお くびにも出さず、

絶対隔離のみがハ ンセ ン氏病撲滅のための最良手段であると国会の場で説いた。その結果、

「癩予 防法」 は 「らい予防法」 と 「改正」 され、戦前 と変わ らぬ隔離体制が敷かれ ること

が決定されたのであるUl。

1953年 、患者達は予防法の真なる 「改正」を求めて立ち上が った。全国か ら集まった患

者達は、国会議事堂前にテ ン トを張 り、抗議の座 り込みをしていた。警備隊 は、座 り込み

を解 こうとしない患者 に対 して実力行使に出た。防毒衣 を着た警備隊が、座 り込んでい る
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患者 を包囲 した。座 り込んでいる患者一人一人をゴボウ抜 きに して収容車に移 し、強制的

に療養所 に送ろうとしたのだった。警備隊長の号令の もとに警官隊 は突進 してきた。患者

達は知 らん顔 をしていたが、近づいてきた警官に向かって、一斉に唾を吐 きかけ、叫 んだ。

「ライが うつるぞ1」 。 この奇襲戦法に警官隊は、声 にな らない声を上げて後ろに跳 び下が

った。

この文脈のなかで発せ られた言葉が、「ライをうつすそ」ではなかった点に注意 したい。

彼 らは、 自分たちに浴びせ られて きた屈辱的な言葉を、そのままこの場 で反復 して返 して

みせたのだ。「ライが うつるぞ!」 は、病者か ら仕事 を、家族 を、故郷 を、人間 らしく生

きる権利のすべ てを剥奪す る過程で幾度 となく繰 り返 されて きた言葉であ り、また病 んだ

身体 の内側へ と折 り返 され、患者 自身を蝕 んでい く呪縛の言葉で もあった。彼 らは、「ラ

イ」 とい う語に付加 された脅威の イメー ジを、まさにそれを破壊するために、そっくりそ

のまま反復 してみせたのである。

「らい予防法」の もとで行使 され た様々な暴力 に対 して、あ らゆる手段 を講 じて抵抗 し、

闘いを続けてきた人々がいる。上に挙げた痛快 な戦法か らも垣間見ることがで きるように、

彼 らの語 りにはつねに、聞 き手を惹 きつけて離 さないユーモァと機知が織 り込まれている。

こうした印象があ くまで現在の地点か らみたもので しか ないのは承知であるが、少な くと

も私 は、彼 らの こう した魅力に引 き込 まれ るような形 で調査を始めた。そ うしてす ぐに、

彼 らの経験 してきた歴史の重 さに圧倒 されることとなった。闊達で茶 目っ気 のある語 り口

の背後には、想像 を絶するほど苛酷 な、長い受苦の歴史があった。

1.先 行研究での議論 と本稿の視点

すでに歴史学 においては、ハ ンセ ン氏病政策が近代 ファシズムや天皇制 と密接 な関係

にあることが指摘 されている(藤 野1993、2001)。 また澤野(1994)は 、歴史社会学的な

視点か ら、「癩」 とい う記号を巡 る権力の編成 について分析 を加えている。 しか し後者の

研究は、隔離する側のほ うのみ凝視す るかたちになってお り、当事者不在の まま分析が閉

じられている。 こうした歴史社会学 的研 究の意義を軽視す るわけではないが、私 自身は、

q,戦 後、基 本的人権の尊重 を うた った 日本 国憲法が施行 され、プ ロ ミンが登 場 した なか で、なぜ、

ハ ンセ ン病患者へ の隔離が改善 される どころか 強化 されてい ったのか。私 はこの点についてず っ と疑問で

あった。様 々な要 因が複合的 に重 なった結果で あ り、 この点 につ いては稿 を改 めて検 討 しな くてはな らな

いだろ うが、お そ らくは、 この医師達の国会 での証言(三 園長証 言)が 最 も大 きな要因で あった ように思

う。三園長証言の 内容 と背景 について の分析 は、藤野(2001:494～519)に 詳 しい。
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ハ ンセ ン氏病問題 を対象 とす るうえで最 も緊要なことは、現実の当事者の問題把握 とその

解消であると考えている。そのため ここでは、学術論文の体裁はとっていないが、現実世

界 を緻密に調査 している、報道関係者の作品について も同時 にみてい くことに したい。

ハ ンセ ン氏病患者、 とくに療養所生活者の経験 については、多 くの人が取材 をし、かつ

その語 りを生か したイ ンタヴューが公刊 されている。例えば三宅(1975)や 判野(2004)

の作品は、入所者が抱 え続 けてきた悲 しみや苦難、悔 しさといった 「思い」に接近 しつつ、

療養所生活の具体的な内容について明 らかにする もの となっている。 しか し、 こうした作

品の大部分はジャーナ リス トなど報道関係者 によるものが多 く、社会科学、特 に社会学で

この問題 を扱 う研究 は、 これ まであ ま り多 くなかった。 こう した研究状況 のなか、蘭

(2004)は 、病者 をめ ぐる状況が変化 しつつあった訴訟期 に、社会状況 と連動する 「語 り」

に着 目しなが ら、これ までほ とん ど語 られることのなかった入所者の経験について明 らか

に した。 この時期 は、弁護士 による 「被害」 の聞 き取 りや、支援者 との交流が活発な時期

であ り、病者たちが 自らを語 る意義 を見いだ しはじめた時期であった。そのためこの論考

には、単 なる 「過去の苦難」 だけでなく、語 ることの困難 さを克服 しつつある 「現在」の

営み をも、同時に記述されている。蘭はここで、病者の経験 について記述するさいの方法

論的視座を、 クラインマ ンの 「病の経験」(experienceofillness)と い う概念に求める。

この場合、ハ ンセ ン氏病者の生活世界探求の出発点 を 「わず らうこと」の経験 に置 き、ま

た この観点か ら生活史を解読 してい くということになる。 この視点か ら語 りをみてい くこ

とによって、従来の社 会学で看過されがちであった病者の側の意味世界 を考察の対象 とす

ることが可能になっている。

本稿 もまた、生活史的手法を用いて、ハ ンセ ン氏病者の経験 につ いて記述す るものであ

る。 しか し、かつて 「病者」であった人が現在 もなお苦 しんでいることの大 きな原因が、

病や後遺症 よりむ しろそこか ら派生する社会的な問題であることから、蘭の提示 した 「病

の経験」 という視角 とは別の視点を採ることに したい。本稿では、語 りを上か ら傭巌す る

ような分析枠 を予 め措 定するのではなく、語 りを検討 してい く過程で個別の局面について

検討 しなが ら、最終的には、現在にまで残 された問題に照準化するかたちで論点を浮 き彫

りに し、今後社会学的に必要 とされるであろ う分析の方向性 を示 していきたい。また、対

象 としては、 これまで当事者への接触 が困難 としてあま り焦点化 されることの なかった、

「療養所退所者」の経験 に着 目する。

私は、2004年 か ら現在 まで、ハ ンセ ン氏病関連の裁判支援や社 会復帰支援、「里帰 り事

業」の援助 などを行 う運動団体 に参与 しなが ら、療養所入所者や退所者の方 々に聞 き取 り

を行ってきた。この運動団体での活動を通 じて、全国の多 くの 「療養所退所者」の方のお
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話 を伺 うことがで きた。 しか し、本稿 は、現在 のハ ンセ ン氏病者 を取 り巻 くすべての問題

を網羅 している ものではない。だか ら、ここで私は、ハ ンセン氏病問題の全体像 を示 した

とは言わない。だが、 これまでの聞 き取 り調査 を通 じて、入所者 と退所者が共有する多 く

の問題 と、退所者 に固有の問題 とのそれぞれについて考察す ることはできると考 える。特

に後者 については、その苦難 についての社会的認知度が低 いことはもちろん、社会学の領

域 においても十分な考察が今の ところない。 しか し、退所者が現在 もなお苦 しんでいるこ

との大 きな原因が、病や後遺症 よりむしろ、そこから派生す る社会的な問題であることは、

この問題 について社会学的な視点か ら調査 してい く必要性 を示 している。本稿 はそのため

の予備的考察 として位置づけておきたい。

2.「 道のない藪の中を、素手 で掻 き分 けて進むように」

一 坂田良二 さんのライフヒス トリー

ここでは、予防法廃止前 とい う早い時期に療養所を退所 し、その後独力で 「社会」 での

生活基盤を築いていった、2004年 現在76歳 の坂 田良二 さん(仮 名)〔z)の生活史をみてい く

ことに したい。

ある 日、坂田さんのお宅で退所者の方数人 とお茶を飲んでいるときだった。突然、その

場 にいた一人の男性が、私に提案 したのだった。

「どうね、あなた、この人はち ょっとす ごいよ、 この人の話 も聞いてみらんね。」

突然の 申し出に、私は少 し戸惑った。 この日の昼間、厚生労働省 と療養所退所者 との交

渉(31が 行われ、私 も一 日中、全療協(全 国ハ ンセ ン氏病療養所入所者協議会)の 役員の

方や、傍聴 に来ていた退所者の方 々と行動を共に していた。 とはいえ、 この日は調査 とい

うつ もりで来たわけではなかった。上の申 し出は、その 日の交渉の一部始終 について皆で

12)坂田さんは現在、講演 などの社会 的活動 を行 うときはほ とん ど、本名 を明か して 自分 自身の生活

史を語 ってい る。 しか しこれ も、東 北地方な ど地 区を限定 した講演 に限 られて いる。故郷で ある関西地区

や、 親戚 が住んで いる地域 などか ら講演の依頼が きた場合 は、すべ て断 ってい る とい う。 き ょうだいや親

戚 に偏 見の被害が及 ぶ ことを考慮 しての ことで ある。 こう した事情 か ら本稿で も、すべて表記 は匿名に し

た。
{31平成16年8月25日 に

、厚生労働副大 臣を座 長 として開かれた 「平成16年 度ハ ンセ ン病問題対策協

議会」 での交渉。裁判後 の補償法 において先送 りにされて しまった療養 所退所者 ・非 入所 者の問題 につい

て検討す るこ とを目的 とす る。事項 と しては、「入所歴 な き原告 に対 する恒 久政策」、既退所者 ・新 規退所

者の 「社 会内生活支援」等 が挙げ られる。元患者側 は、特 に、退所 者が安心 して診療 を受け るこ とので き

る医療体制の整備 ・充実 を強 く要求 していた。
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議論 していた時に、不意に私 に向け られた発言だったのである。

坂田さんは、退所者の皆か ら一 目置かれているような存在である。 この時も、坂田さん

を囲むようなかたちで、皆で議論 をしていた。かねてから坂 田さん自身の ライフヒス トリ

ーを聞 きたいと思 ってはいたものの、この時はせっか く退所者の方 々が久 しぶ りに集まっ

てお り、かつ退所者の今後の生活にとって緊要 なことが話題に登っていたので、私個人の

仕事である 「調査」の二文字は全 く頭になかった。その議論の最中の、突然の提案だった

のである。

話 して くださるか どうか、坂 田さんの意志 を尋ね ようと私が聞き返す間 もなく、坂 田さ

んは答 えた。「いいです よ、話 しましょう。」 しば らくの沈黙のあ と坂 田さんは、自分の半

生 について、堰 を切 ったように、一気 に話 して くれた。その場 に居た他の退所者の方 も、

時に私に対 して説明 を補足す る以外は、息 を呑んだようにして じっと坂 田さんの話 に耳 を

傾 けていた。

この ように始 まったライフヒス トリー ・インタヴューによって、療養所か ら退所 し社会

での生活を再獲得 していったく退所者 〉の経験 をみていこう。坂田 さんは、予防法廃止前

とい う早い時期 に社会復帰 を達成 してお り、 まさに 「道のない藪 を自分たちだけで切 り開

いて きた」人である。東京で職を得て定年 まで勤め上 げ、現在 は都内のマ ンションに配偶

者 と二人で暮 らしている。彼女 とは療養所 で知 り合い、共に 「社会で生 きたい」 という強

い希望 を持 っていたこ とか ら、一緒に療養所 を退所 した。その後の気の遠 くなるような苦

労の連続の 日々を、二人で支 え合 って生 き抜 いて きた。坂田さん自身 も奥 さんも、在郷家

族 との関係は断絶 したままである。 この 日は奥 さんが入院中であったため、直接に話を聞

くことがで きなかった。 しか し柴 田さんは折 りにふれて彼女のこ とについて触れ、「妻が

いなかった ら、僕は本当に独 りぼっちだった。」 と何度 も語 っていた。

a.発 病 から療養所入所 まで

坂田さんは、1928年 に、五人兄弟の三番 目として生 まれた。関西の比較的裕福 な家庭 に生

まれ、家族仲 も良かった。特に父親は、成績優秀 な坂 田さんにとて も期待 してお り、坂田

さん自身 もその期待 に応えるようなかたちで、子供の頃か ら勉強を頑張 っていた。発病 し

たのは、18歳 のときだった。終戦直後の、1946年 だった。その とき坂 田さんは、比較的 レ

ベルの高い学校に在学中だった。

父親は、医師か らの診断を聞いて、「どない しよう」 と言ったき り黙 り込んだ。 しばら
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くして父親は、医師に、「療養所 に入れるのは少 し待 ってほ しい。 その間、薬 を処方 して

ほしい。」 と懸命 に頼み込んだ。医師は父親の申 し出に折 れ、南大阪にある漢方薬局 川 に

紹介状を書いて くれた。 こうして入手 した大風子油の丸薬 を、藁にもすが る思いで飲み続

けていたところ、三 ヶ月ほどして効果がでてきた。手足の皮膚の麻痺が少 しつつ消 え、そ

こか ら汗 もで るようになって きた。「父ちゃん、薬が効 いてる よ、汗が 出て きたよって言

うと、(父 親は)良 かったなあ、良かったなあ、って、何度 も言って」。父親は、涙 を流 し

て喜 んで くれた とい う。 しか し、 この喜びも一年 と持たなかった。1947年 の春、らい予防

法に背いて自宅療養の患者 に大風子油 を内密に売っていた薬局の店主が死亡 し、代替 わ り

した店主は薬 を売 って くれなかったのである。

こうして坂田さんは自宅療養の道を絶 たれ、せっか く軽快 しはじめた病状が、秋頃か ら

再 び悪化 しはじめた。そ して、その年(1947年)の10月 、兄が中国か ら復員 した。

兄 は父親か ら坂 田さんの病気について聞 くな り、「そんなおそろ しい病人、 よう家に置い

てお くな1」 と怒鳴 り、復員の翌 日には早速、坂 田さんを療養所 に入れ るための手続 きを

と りに行った。 中国で、 日本軍の軍隊内部や、中国人の患者 に対する苛酷な取 り扱いをみ

て きた兄 は、ハ ンセ ン氏病 に対する恐怖心を強 く持っていたという。

こうして、「兄 に連れ られて行 くようなかたちで」、1947年12月 、瀬戸 内海の長島愛生園

に入所す ることになった。岡山までは、兄が同行 してきた。二人はわざわざ遠 く離 れた別

車両 に乗 り(兄 は中ほ どの車両、坂田 さんは最後の車両)、 列車 は夜明けに、岡山に着い

た。坂 田さんは、古い倉庫 のような場所で、寒 さに震えなが ら、迎 えの車が来るの を待っ

ていた。兄 は しば らく倉庫 から離れた場所で待っていたが、待ちきれな くなったのか、柴

田さんのいる倉庫 に来てたばこを一服 したあ と吐 き捨て るように 「それ じゃあな」 と言っ

て、先に帰って しまった。

b.療 養所入所後 一 医師と宗教者の対応

愛生園は、療養所 といいなが ら、刑務所のような ところだった。入所す るとまず、その場

で、持 っていたお金 をすべ て取 りあげ られて しまった。現金はすべ て、 ガリ版 印刷 した

「園金」 と交換 させ られた。療養所か らの逃走 防止のためである。身体検査 のとき衣服 を

脱 ぐと、それ も全部取 りあげられて しまった。替わ りに渡 されたのは、 うどん縞のみすぼ

ω この薬局 の店 主は
、 らい予防法に背いて、 自宅療養 の患者 に大風 子油 を内密 に売 っていた。 この

時代に密 かに 自宅療養 していた病者の多 くが 、大風子油 を 自分で注射 した り服 用 した りしなが ら治療 を続

けていた。この薬局の店主については、多摩全 生園の資料館 に写真 が展示 されている。
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らしい着物 だった。坂 田さんは本 を読むのが好 きだったので、本をた くさんもって きてい

た。その本もすべて消毒 され、 もう読む ことができない くらいにバ ラバ ラにされて しまっ

た。この時の怒 りは相当なものだった。

「本を、た くさん持 って きていた。本があれば、僕 は大丈夫だ と思 ったか ら、荷物のほ と

ん どが本だった。重 たかったけ ど、大事 に大事に抱 えて、持ってきていた。で も、全部、

取 りあげ られて、返 って きた ときにはバ ラバラ。消毒 されて、バラバ ラになって、もう読

めなかった。大事 な本が、 もう、ぜ んぶバ ラバラになって。一生懸命 くっつけようとした

けど、 ところ どころが足 りなくて、消毒 で字 も殆 ど消 えて しまって、読めや しない。 この

時 は本 当に、悔 しくて、無念で、『返せ1』 と言いたかった。で もこの時はまだ言わなか

った。僕は、療養所 に入るまでは、そんなに人にきついことを言った り、反抗 した りする

ようなことはなかったんです。 この時は まだ、来てす ぐの時だったから、僕 も何 も言わな

かったけ ど、怒 りで肩が震えて、声 もでなかった。」

「元来は柔軟に物事 を受け止める性格」だったこともあって、はじめの うちは、 どんな

ことをされても静かに耐 えなが ら、療養所での生活 を送っていた。その本来の性格 を変え

て しまうほ どの出来事が起 きたのは、入所 して しばらくして行われた医師の 「検診」 の場

面であった。特に坂田さんにとって決定的な怒 りとなったのは、当時園長を務めていたあ

る医師の対応だった。この医師はつねに患者 を侮蔑の表情で眺め、診察時 も人間の扱 いを

しなかったとい う。坂田さん も診察の さい、「こいつ」呼ばわ りされ、 まるで家畜で も扱

うかのような対応で診察された。

「このときの屈辱感が、後 まで続 く抵抗心 を産んだんです。僕はそれ まで は、柔軟な心 を

もった、比較的お とな しい子 だった。 しか しこの とき医師か ら受けた扱いは僕に、消えよ

うのない くらい強い抵抗心をうえつけたのです。療養所生活のあいだず っと心の底で この

強い抵抗心 を抱 えていて、それが、社会復帰 までいきつ くエネルギーになったん じゃない

かな。」

この時の悔 しさが、坂田さんのその後の 「社会復帰」までの道の りを支 えていた。また、

この時から少 しずつ、性格 も変化 していったという。

さらに、坂 田さんにとって決定的な変化の契機 となったのが、宗教者の対応であった。
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入所す る前 は、家族 ぐるみで、真宗大谷派の熱心な信者だった。坂田さん自身 も子供の頃

か ら、お坊 さんに読み書 きを習 うなど していたので、宗教者を信頼 し、かつ親密な感情 を

持 っていた。

入所後、行方不明 になった坂 田さん を探 して、地元で仲の良かったお坊 さんがわざわざ

園に面会 にきた。お坊 さん は坂 田さんに 「あなたが ここで死ぬことが、先祖への奉仕 だ。

世のためだ」 と説いた。 さらにそのお坊 さんは、地元 に帰ったあ と、柴田さんの病気の こ

とについて近所の人にふれ回った。それ まで坂 田さんの家族 は、坂田さんの ことについて

近所 の人には何 も伝 えていなかった。 しか しこのことが原因となって、近所の人は坂 田さ

んが療養所 にいることを知 って しまい、坂 田さん家族 を避 けるようになって しまった。そ

の後坂田 さんの家族 は、偏見で苦 しむことになる。坂田さんの家族は、近隣の人達か らだ

けでなく、親戚一同か らも、敬遠 されるようにな り、孤立 して しまった。

坂 田さんいわ く、お坊 さんは、このふたつの こと(わ ざわざ療養所 まで来て説得する ・

近所の人 にふれてまわる)を 、明 らかに 「善意」 としてやっていた。

「意地悪 としてやっていたのならともか く、『善意』 としてやられたら、何 も言えないで し

ょう。手のつけようがない。」

これを契機に坂田さんは、「宗教 を捨てた」 とい う。

「僕はこの ときか ら、アナーキス トです よ。信 じることそのものや、宗教 その もの を否定

しているのではあ りませ ん。僕 は今で もたまに、宗教者が書いた もの を好んで読むことは

あ ります。で も、あんなことを 『善意』 と信 じてや って しまう宗教 とは、 もう一切手を切

りました。宗教 とは、時代状況にあっさ りと流され、利用 されて しまうものなんです。」

坂田さんは現在、全国各地で講演などの社会的活動 を精力的に行っている。時 には、浄

土真宗のお寺に招待 され、そ こで大勢の信者の前で講演を行 うこともある という。私たち

にこの話を してい る時、坂 田さんは思い出 したように して、 自分の講演内容が掲載されて

いる宗教誌を持って きて、皆に見せて くれた。

かつてはあんなにひどい仕打ちを行った浄土真宗であったが、現在は 「罪を償 うかのよ

うに、熱心に、ハ ンセ ン氏病問題の啓発に取 り組んでいる」とい う。坂田さん自身 もまた、

熱心 にハ ンセン氏病問題に取 り組 む数人のお坊 さんに会って、宗教に対する柔軟 な姿勢を

取 り戻 していった。坂 田さんは、社会復帰後の宗教者 との個人的な関係性のなかで、また
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啓発 という社会的目的を通 じて、再度、宗教 との繋が りを獲得 していった。

現在の地点において このように宗教 との関係が再構築 されているに も関わらず、坂 田さ

んが 自己 を 「アナーキス ト」である と表現するのは何故だろうか。私 は、この言明には、

宗教 的世界観に対する違和感や、政治的立場の表明 といった意図を越 えた ものが込め られ

ているように感 じられる。おそ らく、家族 との関係を断絶 されて しまった とい う悲 しみの

記憶 と、それが 「善意」 として通用する当時の社会状況へ の怒 りの感情、こうした様 々な

思いが、 この言明のなかに込め られているのではないだろ うか。坂田 さんは、宗教者 との

関係は再構築で きて も、家族 との関係 は再構築で きなかった。坂 田さんが、父の死、兄の

死 を知 らされたの は、いずれも死後数ヶ月 してか らだったのである。

c.絶 望の淵か ら這 い上がる一 粟生楽泉園へ

長島愛生園に入所 して一週間ほどした時、坂田さんは、不 自由者棟 の付 き添い看護を命

じられた。一 カ月に一、二度、一週間単位で順番に、重い障害を持 った人達の寮舎で介護

一切をするのだ。当時手に神経痛のでていた坂田さんにとって、冬の冷たい水は身体 にこ

たえた。そ して看護が終了すると、今度は 「慰安作業」 という名の所内作業 を命 じられた。

一 日五時間の コンクリ練 りや、壁土踏みな ど、重労働続 きだった。病気が進みつつあった

坂 田さんにとって、 この うえない苦痛 だった。

作業 を始めて しば らくして、 ソギが右手人差 し指に突 き刺 さった。医局で治療 を受けた

ところ、そこか らばい菌が入 り、一週間後には指を切断 されて しまった。その頃の処置は、

幾人にも使用 したメスを、ただ クレゾール液で注 ぐだけで使用 していた。 しか も、医師で

はなく、看護師による粗暴な措置だったのである。

「家畜で も、 もっとまともな処置をしてもらえるんじゃないですか。」

坂 田さんは、この とき受 けた悲 しみや怒 りの復讐のため、 自殺することも考えた。 その

頃か ら坂田 さんの病気 は、 目立 って進行 し、身体の各所に急性紅斑がでてそのたび毎 に、

四十度を超す熱にうなされた。自分の死期 を予感す ることさえあった。

この ような状態が二年 間ほ ど続いていたころ、画期的新薬が現れた との噂 を聞いた。プ

ロミン15)で あ る。最初は半信半疑 で治療 を受けていたが、 日々薬効が現 れ、坂田さんは

確実 に回復 してい くのを感 じた。 さらに坂田 さんを前向 きにしたのは、1952年 か ら翌年に

かけての 「らい予防法改正闘争」だった。この闘争 については、冒頭で触れた通 りである。
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全国の患者を巻 き込んだこの運動の中で、憲法学者 をは じめ とする多 くの知識人が療養所

を訪れた。そこで柴 田さんは、今は屈辱的な対応 を受けている自分たち患者 も、人間 とし

ての尊厳 と人権 を等 しく持っていることを学んだ。闘争には直接参加で きなかった ものの、

全国の患者達の闘いの様子を 目の当た りにみた坂 田さんは、自分 と自分の今いる状況につ

いて、 これ までとは別の視点から考えてい く手掛か りを得た。 自分 より重度の障害 を持 っ

ている人達が、逆境 にめげず人間 らしく生 きる姿に感動 し、これまでの人生を見直す大事

な きっかけにもなった。

坂田 さんは、その後、療養所か ら出て自力で生 きていきたいと考 えるようになる。その

ために、 きちんと療養することが先決であると考えた。 こうして しばらく療養 に専念 した

後、1964年 の春、長島愛生園か ら群馬県の粟生楽泉 園に移 ることを決めた。孤島にあった

愛生園 と違って、楽泉園は本土 と地続 きであ り、「社会」へ より近づけると考 えたか らだ。

坂 田さんのこの判 断は正 しかった。 とい うの も、長 島愛生園は単に孤島にあったためだけ

でな く、隔離推進派の光 田医師が園長を務めていたこともあって、 日常的に外出すること

がかな り困難だったか らである。この ような状況だった愛生園 とは違って、愛泉園に移 っ

てか らは、比較的容易 に外出す ることが出来た。

坂田 さんは、 この状況 を生か して、社会復帰のための資金 を貯め ることに した。療養所

を外出 し、建築工事現場で 日雇い労働 とい うかたちで働 きは じめた。 しか し、後遺症が残

ったままという状態での肉体労働 は、かな り身体 にこたえた。夏には局部的に汗が噴 き出

し、脱水症状がお きて、食事を取 ることもままならなかった。

「で も、食べ ない と働 けないで しょう。だか ら、水道の口に弁当を持 っていって、 ざ一

っ と、弁当に水 を注いで、こうして水 に浸 して、無理にで も食べてたね。流 し込む ように。

もう(療 養所 を)『 出るぞ』 という意地があったか ら。 どんなことで もした。」

この ような生活 を続けていた頃に、同 じ療養所の中で、現在の配偶者 と知 り合った。彼

(5;1941年 頃 よ り米国で患者 に適用 され効 果が確 かめ られ ていた新薬 「プ ロ ミン」(静 脈注 射)は 、

1946年 に 日本で も合成が 成功 し、療養所 に治験 のかた ちで一部の者 に投与 される ようになった。第一号 の

治験 者は、長 島愛 生園で 自殺 を考えてい た男性 だった。 「死 ぬな ら人の役 に立 ってか らに しよ う」 と考 え、

治癒 を全 く期待せ ずに、 自 ら実験台 になるこ とを 申し出た。 そ うしたところ、その男性 の病状 はみ るみ る

うちに快 方に向かい、園内で話題 を呼ぶ こととなった(長島愛生 園自治会1982)。 この新薬の登場 は、ハ ンセ

ン病 が 「可治 の病 」に なった とい う認識 を患者 た ちにもた らした。そ こで、患 者の問で このプロ ミンを求

める声が高 ま り、政府の プロ ミン購 入予算増額 をめ ざす 「プロ ミン獲得運動」 が1948年 か ら始 まった。運

動は結実 し、翌1949年 には予 算措置 もと られ、全国の療 養所 に全面的 に導 入 され るこ ととなった。 この運

動を組 織 した患者達 は、1951年 、「全国国立療養所 らい患者協議会(翌 年、全国国立療養所ハ ンセ ン氏病患

者協議 会く全患協 〉と改名)」 を結成 した(全 患協1977)。
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女 もまた社会復帰への強い希望を持ってお り、坂 田さんと同 じように 「外 出」 とい うかた

ちを取 りなが ら、外で雑用のアルバイ トを してお金を貯めていた。

1968年 、転園 して四年ほ どたった頃、療養所内外で執筆活動を行っている友人か ら、

就職の情報 を得 ることが出来た。面接 に行 くよう勧 められ、坂 田さんは上京 し、面接試験

を受け合格 した。こ うして坂田 さん と配偶者である奥 さんは、療養所 を出ることになっ

た。

予防法に退所規定がなかったので、退所後の生活 を保障するものは何 も期待で きなかっ

た。それどころか、 まだハ ンセン氏病に関する正 しい知識が普及 していない時代であった

ため、独力で差別や偏見の壁 と闘ってい く覚悟が必要だった。在郷家族 とも絶縁状態の ま

まであ り、外 に頼 る人 もいない。 この時代に社会復帰 した人達の多 くは、罹患歴 を隠 した

り、再発の恐怖 と常に直面 した りしなが ら、それで も 「療養所 にはもう戻 らない」 という

決意 を貫 くかたちで社会での生活 を維持 して きた。坂 田さん もこの時は、「賭 けに も似た

気持ち」で療養所を後に した とい う。

d.社 会復帰後から現在 まで

「(社会復帰 して)は じめの年の正月、魚を買ってきて、妻 とふた りで食べたんです。普段

は魚屋 を横 目で見て通 り過 ぎていたんだけど、正月だか らと奮発 して。 この時食べ た魚の

味は、今で も忘れない よ。本当に美味 しかった。自分で働いた金で、生活 して、ささやか

だけど、魚を買って きて、二人で食べたんです。自分で働いた金で食べる ものというのは、

本当に美味 しい もんです。 … 好 きな食べ物 というのには、その人の生 き方が映 し出さ

れているん じゃないかな … 僕は今で も、魚が大好 きなんです。」

皆で食事 をす るとき、坂田 さんは迷わず魚を注文 していた。そ して嬉 しそうに、「僕は

本当に魚が好 きなんだよ」 と言っていた。その言葉の意味が ようや く理解で きたのは、上

の述懐 を聴いた ときだった。

社会復帰 した坂 田さんが最初 に働いた職場は、小 さなプラスチ ック成型加工の町工場 だ

った。昼夜三交代制なので、夜勤の時は昼間に睡眠を取 らな くてはならない。三畳 という

狭い部屋に暮 らしていたため、昼間は押入の中段 に暗幕 を吊 し、その中に頭 だけを突っ込

んで眠っていたという。
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「このような生活で、本病 ㈲ の再発 のことも頭 にはあ ったけど、 自立 して生 きることの喜

びのほうが大 きかった。この ような生活だったけど、 自立 して生 きるというのは本当に気

持ちが良 くて、嬉 しかった よ。」

しか し、1973年 のオイルシ ョックによって、坂田 さんの勤め先は倒産 して しまった。相

談相手 もな く、職安に通っても、 しば らく仕事 はみつか らなかった。商店の手伝いなどし

なが ら、その 日その 日を食いつな ぐので精一杯の 日々が続いた。

その頃奥 さんは、身体障害者センターに職業訓練に通 っていた。 そこの紹介で彼女は、

しば らくして、身体障害者授産施設 「東京コロニー」の で働 くことができるようになった。

1975年 か ら坂田さん も、同じ職場で働 くことが決 まった。こうして、定年 までの十五年間、

二人で同 じ職場で働 き続 けた。

療養所時代のエ ピソー ドの中で述べ られていたように、坂田 さんに とって決定的な怒 り

とな り、 また療養所 を出る ことを決意 させたのが、ある医師か ら受けた屈辱的な対応だっ

た。それまでは 「従順で比較的お とな しく、物事 を柔軟 に受 け止める性格」だった坂 田さ

んだが、 このとき以降、心の底で強い抵抗心 を燃や しなが ら生活することになる。 この強

い抵抗心が社会復帰 まで行 きつ くエネルギーとなったのは事実だが、同時に、やや堅 く偏

屈 にもなって しまった。療養所で植え付け られたこうした抵抗心 は、社会復帰後 も長 く尾

を引いてしまったと、坂 田さんは語 る。

しか し現在の坂 田さんは、私がみた限 りでは、 とて も優 しく寛容で、普段の話 もユーモ

アに富み、肩の力 を抜いて人 と接 しているようにみえた。療養所 に入所 させ られる前の、

元来の性格を取 り戻 しているようにみえた。そのことについて伝 えると、坂 田さんは しば

らく考えて、「たぶん、裁判のときの ことが大 きかったん じゃないかな」 と答えた。

「らい予防法違憲国家賠償請求訴訟」 は、1998年 に熊本で始 まり、その後全国各地の元

患者が参加することとなった裁判である。坂 田さんもこの とき、原告 として裁判で証言 を

している。

この裁判の過程で、他の多 くの退所者 と話 し合いをする必要が生 じてきた。坂田さんは、

㈹ 「本病」 とはハ ンセ ン氏 病の こと
。 元患 者は一般的 に、ハ ンセ ン氏 病 と別の病気 を区別 して 、前

者 のこ とをこのように呼ぶ こ とが 多い。
`η「東京 コ ロニー」 は

、 当初は、結核療 養所 を退所 した回復 者が 自立 のために作 りあげた職場であ

った。1964年 頃か ら他の障害者 に も門戸 を拡 げ、1970年 代 にはハ ンセ ン氏病患 者の採用 をめ ぐって大激論

が起 きた。 当時 「東京 コロニー協 会」の常務理事 を してい た調 一興氏 は、医 師の話 を聴 いたうえで、ハ ン

セ ン氏病 の回復者 を受 け入 れるこ とを決定 した。
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はじめは どうして も頑なで、 自分の意見を譲 ることがで きなかった。他人の意見 を受け容

れ ることがで きず、す ぐにケ ンカごしになって しまい、退所者間で衝突が絶 えなか った。

しか し時間が経過するうち、裁判勝訴 とい う目的を同 じくす る仲 間どうしであるというこ

とに気づ き、本来の柔軟 さを取 り戻 していった。療養所時代 も、社会復帰後 も、自立心の

強 さから他者 と衝突す ることもしばしばあった坂 田さんだが、裁判を通 じて得た経験 は彼

にとって、本来の柔軟 さや寛容 さを取 り戻す契機 となった とい う。

また、これ まで自分が元患者であるこ とを、堂 々と人前で話す ことなどで きなかった。

電車で子供か らじっと見 られていた り、周囲の些細 な反応か ら、「自分がハ ンセン氏病で

あった ことがばれ たの ではないか」 と感 じび くび くしていた。 もちろん、職場の人達

(「東京 コロニー」の職員)な ど一部の人は知っていたが、不特定多数の人間の 目は少 し恐

いものがあった。実際に、社会復帰後に、元ハ ンセン氏病患者 ということで、医師か ら診

療拒否を受 けたこともたびたびあ った。病気 になって も、「また拒絶 され るので は」 と思

って しまい病院へ行かなかった こともあった。

しか し、裁判 を通 じて、坂 田さんのなかで変化が生 じた。その内的な変化 を、象徴的に

示すエ ピソー ドがある。

ひとつは、裁判 に向か うバスのなかでの ことである。バスが何かの拍子で急停止 し、坂

田さんの奥 さんが よろけて倒れそうになった。手 をとって助 けて くれた人が、坂田さんに、

「奥 さんは リウマチですか」 と尋 ねた。 その とき坂 田さんは、何のため らい もな く、はっ

きりと、「いえ、ハ ンセ ン氏病です」 と答 えた。その ときは自分で も驚いた という。 もう

ひとつ は、医師か ら診療拒否 を受けた ときの話である。以前 なら黙 って絶えていたか、 は

じめから諦めて、療養所内の診療所に行 くなどして対処 していた。 しか し裁判後 は、ほと

んどため らい もなく一般の病院に行けるようになったし、診療拒否 を受けそ うになっても、

「らいでなぜ悪 い」 と返せるようになった とい う。

療養所 を出るという体験 と、ハ ンセン氏病 を乗 り越えた とい う実感は同 じものではない。

療養所の外で暮 らしていることが、即、ハ ンセ ン氏病 に伴 う受苦の経験を乗 り越 えたとい

うことにはな らないのである。 たとえ再度社会で暮 らすことがで きるようになった として

も、後遺症 を抱 えた自分 の身体 も、傷つけ られた心 も、失 った家族 との関係 も、元には戻

らない。 また、退所者のなかで一見す ると社会的成功 を収めているような人の場合で も、

他者か らのサ ンクシ ョンを未然 に防 ぐために入所歴 を隠す など、絶 えざる印象操作 を実践

している人が多い 捌。こうしたことから、本当の 「社会復帰」 とは何 かということが、当
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事者や周囲の人間のあいだでたびたび議論 されてきた。

しか し、坂 田さんはおそ らく、療養所 を出てか ら現在 に至 る時間のなかで、 この問題 を

すで に独力で 「乗 り越えて」 きたのではないだろ うか。その自負が、坂 田さんの語 る 「道

のない藪のなか を、素手で掻 き分けるように して進んで きた」 という比喩的な表現のなか

に込め られているように思 う。全生園時代に 「外出」 というかたちで密かに社会復帰の準

備を していた頃、実際 に療養所 を出て職に就いていた十五年間、そ して、 自己の入所歴を

明か しそれを社会変革:へと結びつけることを決意 した国賠償訴訟。それぞれの時期の語 り

のなかには、自身の生を取 り戻すための様 々な格 闘の跡が刻みこまれている。その格闘を、

「病」 を基点 としそこか らの距離化 を図る実践 として捉 えるな らば、確かに退所後 の坂田

さんの生 き方は、逆説的なかたちで 「病」に規定され続けてきたと言 えるのかもしれない。

しか し同時 に、「病か らの距離化」 という視点に回収す ることので きない側面 も、個 々の

時代の語 りの なかに垣 間見 ることがで きる。それは、「病」か らの距離化 とい うよりむし

ろ、それを直視 し自らの生の内に受け止めてい く過程 として、把握することがで きるだろ

う。特 に、裁判 を通 じての自己変容の過程のなかには、「病」に規定 される生か らそれを

自ら生 きる生へ と変換 させ る契機 を見て取ることがで きるように思う。

3.ハ ンセン氏病問題 における生活史的アクチュアリティ

a.「 弱者の武器」 としての集合的語 り

「らい予防法違憲国家賠償請求訴訟」の判決後、マスコ ミの報道 によって、社会の人々

は政府の隔離政策 を弾劾 し、元患者の苛酷 な生 に共感 して、一様に政府 の控訴断念 を求め

た。そしてその後のハ ンセン氏病問題の展開に対 しても、世論 は常 に好意的な見解が大勢

を占めている。この ように、国家賠償訴訟によるハ ンセン氏病への社会的関心の高 まりが、

ハ ンセン氏病 に対する社会の規範的合意 を根本的に転換 させたことについて、まずは銘記

簡 もちろん、 こう した印象操作 が可能であ るの も、後遺症が他 の病 名で ごまかす ことが出来 るほ ど

軽微 であ る場合 に限 られている。外 貌が極度に変容 して いる場合 は、印象操作 は難 しい。逆 に言 えば、「社

会復帰」 してい る人の みな らず療養所生活 者であって も、 後遺症が軽微 な人は、同 じよ うなかた ちで 「外

の人」 に対 して印象操作 を行 うことが可 能であ るとい うこ とにな る。本 多(2004)は 、療 養所生活 者を対

象 とした調査で、 日常生活動作能力(ADL得 点)と 療養所 の外 への外 出頻度の問には正 の相関(rs=Pく001)

が あるこ とを指摘 し、後遺症が重篤 な人は、その後遺 症がハ ンセ ン氏病 との関 わ りを示す標微 と して作 用

して しまい印象操作が不可 能であ るため、外出 を諦 める傾 向が強 いと分析 して いる。 この分析結 果を踏 ま

えて本多は、当事者 に印象操作 を強いる現在の社会状 況こそ問題で ある と指摘 し、裁 判後の療養所 におい

て何が本 当に必要 とされ ているのか につ いて具体的 に検討 して いる。
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しておかねばならないだろう。その うえで、 こうした状況の変化が、常に元患者の方々の

自己犠牲の上に成立 して きた 細 ことを、ここで思い起こ してお きたい。

ハ ンセン氏病者は長い間、自らの経験 を社会問題 として流通 させる言説に移 し換 える手

段 を、持つことがで きなかった。た とえ彼 らが もっているほんのわずかな手段で この経験

を語ったとして も、 自分たちにしか解 らない苦 しみを、ある意味で裏切ることにもな りか

ねない。経験のなか にある形容 しがたい感情 について、「訴え」 という文脈のなかにある

既存のプロ ットで語 って も、彼 らにしか解 らない苦 しみ を剥奪する とい う非常 に特殊な、

さらなる苦 しみを産み出す ことになって しまう。自らに起 こったことを不 十分なや りかた

で示すことで、その経験のなかにあ る様 々な 「思い」を倭小 な事柄に還元 して しまう危険

について、原告 となった人々は十分 に承知 していた。その危険を冒したうえで、あえて自

分達の経験 を 「被害の語 り」 として表現することを、彼 らは選択 したのだ。 こうした身 を

切 るような犠牲を払ったうえでは じめて、語 りがひとつの物語へ と集約 され、これを司法

の場へ ともちこむことが可能 となった。 この裁判が社会的な関心 を集め るなか、原告 とな

った人々は、法廷や、あるときはカメラの前で、求めに応 じて、自らの経験 を 「被害」 と

して語 り、その語 りは様 々な場所で反復 されることになった。こうして病者の被 った苦難

は社会争点化 されることとな り、ハ ンセン氏病に対する社会の規範的合意は根本的に転換

されるに至った。 この一連の展開は、松田の指摘する 「弱者の武器」 としての 「語 りの定

型化」の、 ひとつの典 型的な成功例 としてみる ことがで きるだろう(松 田2000:122～

133)a

裁判で は隔離政策の過誤が焦点化 されることとなったため、証言 もまたこれに沿ったか

たちで、「強制収容」「終生隔離」「断種 ・堕胎」「偏見 ・差別」等、療養所生活に伴 う被害

を軸 とす るかたちで構成 された。 こうして隔離政策下での苛酷な生は、あるまとまりをも

ったひとつの物語 として社会の人々の前に呈示 され、共感を呼び、政府の控訴断念を求め

る動 きを生んだ。裁判後 に成立 した補償法 もまた、基本的には、裁判の過程で呈示された

証言に基づいて設定され ることになった。

191後に述べ る ような
、経験 を言語化 する うえでの制約 とい った問題 のほかに も、 より実体的なか た

ちで、犠牲 となって しまう事柄 も多 くあ った。例 えば、裁判 の準備 期や初期 の頃は、原告 となった人達 は

療 養所 内では格好の噂 の標的 とされ、肩身の狭 い思 い をしたとい う。 とい うの も、療 養所の多 くの人や職

員は 「寝 た子 を起 こす な」 という思 いか ら、裁判 を起 こす ことには じめ はあ ま り積極 的で はなか ったか ら

で ある。 また、家族へ 被害が及ぶ ことを危惧 して、原告 とな らなか った人 もいた。坂 田 さん も同 じように、

家族へ の配慮か ら、原 告にな るこ とを しば ら く躊躇 していた。裁判 の件 を新聞 でみ た妹か ら夜 中に電話が

か かって きて、 「まさか 兄ち ゃん原 告 になってい るん じゃないだろ うね」 と尋ね られ、「頼 むか らや めて」

と懇願 された とい う。 この国賠償訴 訟は、実際 は、薬 害エ イズ訴訟 にな らうか たちで匿名で の証 言が可能

な裁 判であった。 しか し、た とえ匿名で語 るこ とが 可能であ って も、原告 となった人々に とっては家族 を

含 めた社会 関係の多 くを犠牲 にす る覚悟が必要 だった。
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b.残 された問題 一 療養所退所者の現在

しか し、ここで呈示 された物語 は 「療養所生活に伴 う被害」に焦点 を当てた ものであっ

たため、療養所退所者 の問題 は影 に隠れて しまった。療養所内での被害については、国賠

訴訟やその後のマスコミ報道 などで広 く知 られることになったが、退所者が社会の中で被

った困難 については、現在で も殆 ど知 られることがない。判決直後、厚生労働省が退所者

の問題について言及 したさいの 「被害実態が明確 でない」 とい う発言は、 この ことを顕著

に示 している。実際、訴訟後の補償法においても、退所者に関する問題 は先送 りにされて

しまったqo)。

では、現在の地点において、療養所退所者に とって問題 となっているのは具体的にどの

ようなことがあるのだろうか。退所者の問題 としてはまず、入所者 と同 じように、衛生状

態の悪 い療養所における飢餓、病気の併発、強制労働、厳 しい管理や医療 ミスがもた らし

た後遺症 などを挙 げることがで きる。さらに、子供時代を療養所で送った人々は、教育の

機会 を失 ったため学力が劣る とみなされて しまい、学歴 ・就職においても不利を被ること

になる。 この二点については、先に語 りをみた坂 田さんの例 をみても明らかであろう。坂

田 さんもまた、療養所時代の強制労働 と粗雑な治療 によって手指を失い、 さらに、退所後

の職探 しでかな りの苦労を強い られていた。それでも坂 田さんの場合は、最終的に、ハン

セン氏病元患者を受け入れる体制の整 った職場 で働 くことが出来た。 しか し、一般的 な退

所者の現状 をみると、とくに就業面については予防法廃止後の現在 においても状況はあま

り改善 されておらず、社会復帰後の職種 の選択肢 は極めて限られた もの となっている。

退所者の問題 として は、 こうした物理的な条件に加え、差別 ・偏見が もた らす心理的苦痛

を挙げることがで きるだろう。 この点について も入所者 と問題を共有 しているが、退所者

の場合、再度社会で暮 らす という過程のなかで、 より実体的な被害 として体験 される。

そのなかでも特 に、医療に関する問題 は深刻である。ハ ンセン氏病の後遺症や再発 とい

った症例 だけでなく、その他の病を患 ったときさえ も、退所者が安心 して通院することの

で きる病 院は多 くはない。私が 聞き取 りを した範囲だけで も、風邪や 胃炎 といったちょっ

qωこの後、 退所 者、非入所者(補 償法の対 象 とな らなか った入所 経験の ないハ ンセ ン病者)、 お よ

び提訴 までに死亡 した病者の遺族 たちか らの提 訴が続 くことになった。国 は熊 本地裁か ら出されていた和

解案 を何 回か拒絶 した が、2002年1月 に ようや く和 解受け入れ を表明 した。 こう して、 日本国 内でのハ ン

セ ン病者 全体の金銭 的賠償お よび補償 が実現す るこ ととなった。 しか し、植民 地下にあ った朝鮮 半島や台

湾 に存在 したハ ンセ ン病療養所入所 者 には、今 の ところ一切 の補 償が なされ ていない。現在 、朝鮮半島 に

あ った国立ハ ンセ ン氏病療養所で ある子鹿 島更生 園に入所 していた117名 が、補償金 の請求 を している。
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とした体の不調で病院に行 っただけで、医者か ら診療 を拒絶す る素振 りをされた り、他の

患者か ら露骨 に嫌な顔 をされた という話 を良 く聞いた。 こうした経験が重 なっていけば、

た とえ法的に診療拒否が禁止 されているという事実がある とはいえ、病院か ら足が遠のい

て しまうのは当然である。そのためガンの発見が遅れ、手 を施す間 もなく亡 くなってしま

った方 もいた。 しか し、 この ような悲惨 な例があるに も関わらず、医療面での問題の深刻

さは一般的 にあま り認識 されていない。 この点については現在 、元患者の方 々が、行政に

何 らかの手だてを講 じるよう、懸命に働 きかけを行 っている。

c.絶 えざる分断 と、語 りの再構築

上に述べた ようなアクチュァルな問題への取 り組みにおいては、現在の ところ、個別の

立場(「 療養所入所者」、「退所者」、「非入所者」、「家族 ・遺族」)か らの発言 というかたち

で、訴 えがなされている。この状況は、一見する と、訴訟の過程で被害者が 「分断」 され

て しまった とい う印象 を受けるか も知 れない。集合的語 りの影 となって しまった人々が、

それに対抗す るかたちで、自らの立場 を主張 しているように見えるかもしれない。 しか し、

この ような立場の細分化 は、対立を生 じさせた というよ りむ しろ、「語 られなか った声」

を改めて聴 き取 り、それ を新たな集合的語 りへ と繋げてい くという、創造 的かつ共同作業

的 な動 きへ と向かっているようにみえる。

確かに、訴訟後に成立 した補償法は、行政の側が 「語 られなかった部分」 を認知できな

か ったことによって、被害者側に 「分断」を生 じさせた。 しか し、 この ような分断化 によ

って もた らされたのは、患者間の対立 というよりむ しろ、語 ることを促進する動 きだった。

一度社会へ と呈示された集合的な語 りは、再度、元患者の側へ とた ぐり寄せ られ、今度は

自らの経験 に基づ く立場 か ら、新 たな 「声」 として発せ られ ることになった。 もちろん、

個別の問題 を解決す るための政治的必要性 に応 じるかたちで語 りが再形成 された という側

面 もあるが、それ以上に重要なのは、元患者達が 自らの経験について語る意義 を、改めて

見いだ しはじめたことにあるだろう。その意味において、訴訟 のさいに呈示 された集合的

な 「被害の語 り」 は、それが持 ち得 た社会的な影響力によって、新 たな語 りの場 を創出 し

続 けている。

4.お わ りに

「らい予防法」の被害者 となった人々は、現在の ところ、上に述べてきたような事情か
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ら、それぞれの立場を明確 にするかたちでの訴えを続 けている。 もちろん、社会 との接点

に生ずる問題を解決す るためには、最終的には、「ハ ンセ ン氏病患者」、「元患者」 あるい

は 「入所者」、「退所者」 といったカテゴリーの存在意義がな くなる状況が必要であ ろう。

しか し、ただ表現 を変 えた り(「 らい」か ら 「ハ ンセ ン氏病患者」さらには 「元患者」へ)、

言葉その ものを無 くしてしまうだけで、すべて問題が解決す るというもので もない。

そ もそも、ハ ンセン氏病者が体験 してきた苦難 は、その大部分が、病原菌が身体に もた

らす直接の被害に基づ くのではな く、その病の名 において もた らされる様々な社会的 ・政

治的 ・法的な力に基づ くものだった。そのことは、2.で 挙げた坂田さんの語 りか らも明

らか に読み とれるであろう。彼 の語 りを注意深 くみてい くと、「病気」その ものか らくる

苦 しみは、実 はほ とんど語 られていない。病床に臥 していたときや、生死をさまよってい

たときの記憶で さえも、彼 の身体へ と向け られた様々な暴力が同時 に想起 され、これ と重

ね合わせ るかたちで語 りが紡 ぎ出されている。 また、療養所 を去 り、再度 「社会」での生

活基盤 を築いてい くさいに彼の障害 となったの も、再発の危機や後遺症ではなく、彼 の過

去の 「病名」 だった。こうした ことか らも、彼が対峙 して きた相手が 「病気」ではなかっ

たことが明 らかであろう。彼の闘いは、病んだ身体の内での密かな闘いではなかった。彼

は、彼を 「ハ ンセン氏病」 と名付け、その名付 けを根拠 として彼の生 を規定 しようとする、

圧倒的かつ巧妙 な権力布置のなかで、闘っていたのである。

病者 は、家族や、仕事や、故郷 を、「病」 によって剥奪 されたのではない。その 「病名」

を理由 として行使 された様々な権力や暴力によって、これ らを剥奪 されたのだ。この、名

付 けを根拠 としてハ ンセン氏病者 の生を規定 しようとす るちか らこそ、彼 らを苦 しめたも

のの正体だろう。強制隔離 とい う 「政策」はその最 も露骨な現れであるが、それす ら端的

な もののひとつにす ぎない。厚い壁 に囲われた療養所の外側で も、病者 を捕捉するための

幾重 もの周到 な装置が張 りめ ぐらされていた。

だか らこそ、入所者であれ退所者であれ、また、当人であれ周囲の家族であれ、個々人

の被害の語 りはつねに、隔離政策下での自分の位置 と、 そこで築いてきた生活史から切 り

離す ことはで きない。この点について踏 まえるならば、つねに個別の立場 を明瞭に示す語

りは、戦略である以前にまず、そのように語 られる生の必然性 に基づいていることが理解

で きるだろう。個別の問題がまだ残 されている以上、そ して、理不尽な隔離が強行 されて

いたという歴史的事実を認識す るうえで、 こうした一群の カテゴリー とそ こか ら発せ られ

る声は、確実な批判的力を保持 しつづけてい くのではないだろうか。

Kyoto Journal of Sociology XII / December 2004



有薗 「社 会に出るこ と」の意 味 127

文献

蘭由岐子、2004、 『「病の経験」 を聞 き取 る一 ハ ンセン氏病者の ライフヒス トリー』皓星社.

澤野雅樹、1994、 『癩 者の生一 文明開化の条件 と しての』青 弓社.

全国ハ ンセ ン氏病患者協議会、1977、 『全患協運動 史』一光社.

長島愛生園入園者 自治会、1982、 『隔離の里程一 長 島愛生園 入園者五十年 史』 日本文教 出版.

ハ ンセ ン氏病違憲国賠訴訟弁護 団、2003、 『開か れた扉 』講談社.

判野宏、2004、 『星の降 る町か ら』現代書館,

藤野豊、1993、 『日本 ファシズムと医療 ハ ンセ ン氏病 をめ ぐる実証的研究』岩波書店.

、2001、 『「いの ち」の近代 史』か もが わ出版.

本多康生、2004、 「ハ ンセ ン氏病問題の アクチュア リテ ィ ハ ンセ ン氏病国家賠償訴 訟後 の療 養所 入所 者

の行動規範 と内的世界」 『年 報社 会学論 集』関東:社会学 会、17:84-95.

松 田素二、2000、 「共同体の 正義 と和 解一 過去 の償 いはいか に して可 能か」 『現 代思想 』青土社 、11月

号:122-133.

三宅一志、1975、 『差別者の ボクに捧げ る』晩聲社,

付記 これ までの調査 を論文 とい うかたちで ま とめる ことが できたのは、長時 間に渡る インタヴューに応

じて くだ さった坂 田 さん、 な らびに坂 田さんを紹介 して くだ さった退所者 の方 々のおか げです。 こ

の場 を借 りてお礼 を申 しあげ ます 。なお、本稿 は、平成16年 度 トヨタ財 団研 究助成 による研 究成果

の…部であ る。

(あ りその まさよ ・博士後期課程)

京都社 会学年報 第12号(2004)



258

The Meaning of the "Return to Society" : From Life 

  Histories of Former Residents in the National 

        Sanitarium for Hansen's Disease

Masayo ARIZONO

     This paper is written about experiences of Hansen's disease sufferers by using 

life-history method.Especially it is focused on residents' life that has been hardly 

talked about due to the difficulty of contacting with them.What they have told is 

engraved with many traces of struggle to take back their own lives. Looking carefully 

into it, actually they have rarely talked about the sufferings from the disease 

itself.They have not fought against the disease.They have fought against an outside 

pressure to try to determine their lives by naming them as "Hansen's disease sufferer." 

For that very reason, they now talk about themselves as "former Hansen's disease 

sufferer." They make their sayings vivid by going back to the point when they were 

labeled and reviving memories from there. The voices from there should keep retaining 

a power to criticize in recognizing historical facts of the unreasonable quarantine.
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